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ドローンの普及率

2021年7月28日付 プレス空知

町内の約4割に当たる農家でトータル約90台の「農薬散布用ドローン」
を既に導入済で100名以上が民間ライセンスを取得している。道内でも
トップクラスの普及率を誇る。こうした基幹産業において、すでにドロー
ンが普及していることから「ドローン」によるまちづくりを進めている。

なぜ新十津川町でドローンなのか
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新十津川町の課題（まちづくりアンケート結果）
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１．交通が不便

３．買い物が不便

15．まちに魅力を感じない

２．通勤・通学が不便

４．働く場がない

６．気風があわない

７．気候があわない（除雪が大変）

12．娯楽や余暇の場（機会）が少ない

11．医療・福祉環境がよくない

14．老後の生活が不安

16．都会で暮らしてみたい

８．住居環境がよくない

10．防犯・防災の対策がよくない

13．高齢のため（子どもの所に行きたい）

18．その他

５．商売や事業経営が思わしくない

９．子育て・教育環境がよくない

17．特に理由はない
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『既に基幹産業である農業（稲作）において、農業用ドローンが農家全体の約4割普及しているなど、町民のドローン
に対するリテラシーのベースがある本町において、人口減少、少子高齢化、農業の担い手不足、買い物弱者・交通弱
者対策といった町の抱える課題を解決しうる町の新たな魅力、触媒として「ドローン」に着目し「ドローン」を核とした
まちづくりを進め、「ドローンのまち新十津川」を目指し、さまざまな取り組みを行うことで、新たな雇用の場の創出
や、関連交流人口の拡大、地域経済の活性化、移住・定住者の増加、生活の利便性向上を図っていく。』

①ドローンスクールを開校し、ドローンパイロット等関連人材の育成と
人材交流

②ドローン飛行テストコースを設置し、北海道特有の寒冷地向けドロー
ンの技術実証・開発

③ドローンを活用した買い物代行サービス事業の実証・実装

④ドローンを活用した観光コンテンツ開発

新十津川町ドローンプロジェクト概要
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新十津川町ドローンプロジェクト
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